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校長挨拶 

地域に貢献する学校としての多摩高と、ＥＳＤとの幸せな出会い 

東京都立多摩高等学校 第 23 代校長 常國 佳久 

 

機は熟す、と言います。「東京都立多摩高等学校」はＥＳＤと幸せな出会いをしました。 

 

日本中で一極集中への懸念が起こっています。戦後、日本を再起動させるために、学校教育は優秀な人

材を各地域から掘り起こし、育て、やがて中心地へ送るという重要な役割を忠実に果たし続けてきまし

た。人口の自然増が続き、人的資源が供給可能な間、このような学校教育のあり方は社会を維持発展さ

せるための持続的に発展が可能なシステム、つまり「持続的な発展のための教育」として機能していま

した。 

ところが状況が大きく変わってきました。教育のパラダイムシフトが起きつつあるということです。

地元の学校へ子供たちを入学させた結果、都心へと子ども達が移り住み、次の世代がいなくなった地方

は、次々と荒廃し限界集落となり、廃村となっていきました。地元の商店街のシャッター街化も然りで

す。この事は激しく進行しており、実は既に「東京と地方」という図式ですらなく、一つの町のなかで

の「中心と周辺」の関係にも現れるほど深刻さを増しています。私が 3 年前に着任した「東京都立多摩

高等学校」の地元、青梅市も巨大都市東京の最西部の市として過疎化が進み、地域としての取組が進め

られていました。また、東京都下最大の地域を示す「多摩」の名にし負う本校も、戦後の大きな社会的

な潮流に翻弄されながら、長年にわたり真剣な教育改革が学校内部で続けられていました。しかし、戦

後日本の学校が推進してきた「偏差値が唯一の指標としての学校」としての機能を発揮できなくなって

いました。地域の生徒や保護者のニーズにフィットしないまま、無理を続けているようなものです。 

そこで必要なのはこれまでの学校運営方針を変え、社会や地域のニーズを受け止めた学校運営に思いき

り切り替えることでした。それがつまり、地域連携でした。 

私が着任の日から直ちに取り組んだのは、孤軍奮闘する学校と、過疎に悩む地域にとって相互にウィ

ン・ウィンになる連携策でした。それは地域が持続していけるように学校教育を行うことです。教育は

もともと地域社会を維持発展させるために人材育成を行うものでしたから、これは機能を発揮しづらく

なった本校の教育を、本来の意味での教育に軌道修正することです。多摩高は、地元の自治会をはじめ

として市役所や地域の小中学校、商工会議所、地元企業、地元の学習塾、スポーツ組織などなど、次々

と地元の方々との連携に努め、2 年が過ぎ、少しずつ生徒が以前より生き生きしはじめ、地元の方々から

の本校への評価も良くなってきました。ちょうどそのころ文科省の教育課程研究指定校事業のＥＳＤと

出会いました。ＥＳＤ研究はまだまだ始まったばかりですが、そのおかげで、「地元の発展に貢献する学

校」というコンセプトは補強されつつあります。これが本校とＥＳＤの幸せな出会いです。 

 

しかし小中学校とは違い、高校は広域から生徒が集まることが多いのです。そこで高校側から積極的

に地域の教育基盤に関わろうと行動しなければ、あっという間に高校教育は地域と離れてしまいます。

東京都立多摩高等学校はＥＳＤに甘えることなく、これからも地域の教育基盤「プラットフォーム」の

強化に向けて今まで以上に積極的に取り組み、地域社会の維持発展に貢献し続ける学校を目指します。 
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平成 29年度研究協議会資料 

                  【継続：平成 28～29年度指定】 

都道府県・ 

指定都市番号 

13 都道府県・ 

指定都市名 

東京都 研究課題番号・校種名 ２（４）高校 

領域名 ＥＳＤ 

研究

課題 

学校全体で取り組む研究課題（４）ＥＳＤを学校全体で体系的に推進するための教育課程の

編成，指導方法等の工夫改善に関する実践研究 

学
ふり

校名
が な

（児童・生徒数） 東京
とうきょう

都立
と り つ

多摩
た ま

高等学校
こうとうがっこう

（594名） 

所在地（電話番号） 〒198-0088東京都青梅市裏宿町 580 （0428-23-2151） 

研究内容等掲載 

ウェブサイト URL 

 

http://www.tama-h.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00034.html 

http://www.tama-h.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00027.html 

http://www.tama-h.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00034.html 

研究のキーワード〇「社会とつながる」〇「学びの価値を問い直す」〇「多様な方法」 

研究結果のポイント 

〇学校を地域に開き，社会とつながることで学びの価値を問い直した結果，学習意欲が向上した。 

地域の問題や文化と授業や行事を通してつながり，実際に学んだ内容が実社会で役に立っていることを生徒たちが実

感することができた。学校と社会が分断された世界ではなく，つながりを意識することで学習への主体性，意欲の向

上が確認できた。保護者とのつながりが強化され，保護者の教育活動への参加率が向上した。 

〇地域の期待に応えて連携し，感謝される経験は生徒を勇気づけた。地元企業・自治体等と連携し，多様な行事や授業に

主体的に参加することで，学内外の方々から感謝され，自分の学習活動が地域で役立っていると感じる経験をすること

ができた。新聞やテレビの取材を受ける経験や，協力成果の発表（市役所や東京大学）を行うことで自らの学習活動が

肯定的に取られることを知り，これらの事柄から勇気づけられ，自己肯定感を高める生徒が増加した。 

〇様々な年代・国籍の方々とつながることで，「共生」について考察するという生徒の変容が見ら 

れた。異年齢の方々とのふれあいから，ケアの視点を持って自らのライフヒストリーを省察し， 

将来を想像して主体的・計画的に学ぶ生徒が増加した。 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

進路多様校における，地域連携型授業を活用したカリキュラム開発 

（２）研究主題設定の理由 

本校は都内でも有数の伝統校であり進路多様校である。中学校までの講義形式の授業に困難を感じた生徒が

多く，自己肯定感が低い。将来における勉学の意義を見出せないため，学業半ばで退学を選択する生徒も少な

くない。家族や地域，友人など社会とのつながりの希薄さは，彼らの生きる視野を狭めさせ，自己肯定感を低

くしている一因である。生徒たちに地域や社会とのつながりを実感させ，未来に向けた広い視野を醸成するこ

とは喫緊の課題である。 

生徒と教師が周辺住民，周辺の豊かな自然などに触れ，地域活動に問題解決意識を持って取り組むことで，

自主的かつ積極的に学び，考え，行動する力をつける。生徒が地域とつながり，そのつながりの中で認められ

る体験を積んで自己肯定感を高める。「共生」している自分を知り，実践的な経験を積むことで得られる生徒
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の変容を量的・質的に評価する。その評価を軸に，ESD の考え方を基とした「地域連携型授業」のカリキュラ

ムを提案する。 

（３）研究体制 

校長を代表として，研究員が立てた研究の計画・骨子に従い，職員が研究活動をし，職員会議(研修会)で研

修を行う。そして東京都教育委員会，文部科学省にて報告・検証を行う。今後は毎年この活動を持続すること

で，本校の教育ＰＤＣＡサイクルを回し続ける。 

(「多摩高学校案内」理念図 参照 )                    

 

 

 

 

    

（４）２年間の主な取組 

平

成

28

年

度 

1学期（4月～7月）・ESD研究授業・行事として 16活動実施。以下，主な活動例を挙げる 

青梅大祭参加 

本校所在地の青梅大祭に参加。地域の高齢化から，山車の引手として参加した。地域の歴史や伝統に触れながら，

地域の方に感謝される機会を得ることができた。 

2学期（8月～12月）・ESD研究授業・行事として 20活動実施。 

生物の授業「ハクビシンとの戦い！」 

本校内に畑を作り，耕して種をまき，世話をして収穫し，その野菜を食べるまでを通しての授業を行うとともに，

青梅市特有の問題として，ハクビシンという害獣について学習し，柵を作る作業などを行った。 

文化祭での多様な交流 

地域市民が舞台参加を行い，伝統のお囃子を披露した。地域店舗・企業と協力し，生徒たちが企画・活動を行っ

た。地域市民が地元の文化財や古い資料などを持ち寄り，展示を行った。ESD研究成果の展示を行った。海外の人

向け文化祭案内英語ツアーを企画し，実施した。 

3学期（1月～3月）・ESD研究授業・行事として 7活動実施。 

英語の授業「外国人の方向け青梅ツアーを作ろう」 

青梅市観光協会と協力し，外国人の方向けツアーを作成，実施した。英語での青梅案内ツアーを作り出した。そ

の中から観光協会の方が最も良いツアーを選出，採用した。生徒はツアーの宣伝ポスターを自主的に英語で制作

し，街に展示した。ツアーは青梅市観光協会の HPで宣伝され，実際に外国人の方を生徒が案内した。 

平

成

29

年

度 

1学期 15活動実施 以下に主な活動例を挙げる。 

地域行事への参加 

昨年度実績を基にして地域からの要望が増加し，延べ 85人が地域行事へ参加した。 

2学期 13活動実施 

文化祭での多様な交流 

交流の範囲を拡大し，昨年度の内容に加えて 60年前の卒業生が結成する尺八部の演奏など，文化祭を通して，生

徒，教員，地域，海外，卒業生，子供たちなど多様なつながりにおいて交流する機会に発展した。 

 

(検証) 

 

教育委員会 

文部科学省 

研究員(学年担任) (研修会) 

授業 

部活動 

学校行事・地域行事 

校長 

報告会 職員会議 
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小学校での英語出前授業の実施 

昨年度小学校での出前授業は 1 校であった。評判の高さから他の小学校から要望が続き，生徒たちは青梅市全て

の小学校で出前授業を行うという目標を自主的に建てた。現在 3 校において実施済みである。生徒たちは授業を

行うことに自信を持ち，改善を続けている。 

校内研修 

ESD をテーマに本年度は 3 回実施した。ESD とは何か，ESD 研究活動の報告，また ESD に取り組んだ教員のインタ

ビューなど研究活動の進捗を報告，周知し互いの意見をつなげる機会となった。教員側にも「学ぶ価値の問い直

し」の機会となった。 

森林保全活動 

PTAの協力を頂き，異なる世代や地域活動に密着した活動内容に発展した。地域の小学校や中学校が植林を行って

いる場所への移動により，高校生の活動が小・中学生，また高齢化する林業に直接つながり，高校生の力が役立

っているという実感を持てる行事に発展した。 

3学期 6活動実施予定 

東京コンファレンス参加 

東京大学で行われる学びを通じた地方創生報告会「東京コンファレンス」への参加を，青梅市からの要請を受け

参加する。継続して地域での活動を行っている生徒会役員生徒と教科（英語）が代表し「学校教育×社会教育～

高校生によるまちづくり～」において発表を行う。 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

研究の視点 

地域とのつながりに着目し，「自然・環境」「産業・経済」「人間・生活」の 3分野にわたって継続

的な地域連携型授業を実施した。授業の振り返りと評価を通して，生徒の学習と教育におけるあら

ゆる段階でのアプローチに包括的に取り組んだ地域連携型カリキュラムを開発した。 

注：「全てのレベル（at all levels）と場(in all settings)」（ＥＳＤに関するグローバル・アクション・プログラム 2014，

日本ユネスコ国内委員会） 

手立て 

地域連携授業・行事を行い，複数の教科が上記の 3 分野にわたって学ぶ機会を設ける。各教科の授業に地域

の外部講師の招聘（学習内容の拡張），地域に生徒が出向き学習するフィールドワークを行う授業の実施（空

間の拡張），キャリアデザインや HRの時間の活用（時間の拡張）などを通して，生徒は地域の一員として課題

を見出し，協働的に問題解決を図ることに参画する意識が育成されることが期待される。これらを通じて持続

可能な社会づくりの概念が醸成されると考える。豊かな自然を意識し，地域の中で認められる経験は彼らの学

校生活を支え，社会人としての責任や持続可能な社会についての教育に発展していくと仮定した。 

（２）具体的な研究活動 

・クラスの仲間，学年，学校生徒など校内での交流を第一の段階として設定した。これらの段階を経て自信を

つけた後，学外のコミュニティとのつながりを意識したカリキュラムを展開していく。 

・ESD研究を授業に取り込むために，他との「つながり」を意識して各教科の目標を立てた。さまざまなアイ

デアが提案され，英語科の外国人向けツアー実施など，講義形式の域を超えた授業展開となった。 
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・多種多様な地域との交流授業・活動が展開された。これらの生徒の振り返りや，データの保管，情報の周知

（例：学校アンケートの実施・集計）などにクラウドシステムを利用した。 

・学校行事，学年行事，教科の段階において，自然と環境，産業と経済，人間と生活の 3 つのアプローチで地

域性を取り入れた。 

・常にフィードバック（講師の方の感想や，地域の感謝の言葉など）を行い，活動を通して自らの自信につな

がるよう工夫した。 

注：概念図として，質の高い医療従事者の教育を模索した先行研究，The urban and community health pathway: preparing 

socially responsive physicians through community-engaged learning. （ Linda N,  Johnson SL, Gilbert IA, 2011）

における，学習者とコミュニティとの関わりを示す図を参考にした。 

 研究の成果と課題（○成果●課題） 

○ ・・・出席不良者（遅刻・欠席数）の減少：前学年と比較して研究対象学年 10％減少（H28年度末）前学年と比較

して 57％減少（H29・2学期末） 

○ ・・・学習意欲の向上：特進クラス希望者増加（前年度比 2.5倍）検定（英検・漢検・情報検）受験者増加（過去

３年間の 2.5倍）4年制大学希望者増加（前年度比 10％増加） 

○ ・・・「共生」への意識の向上：異文化交流により，外国の方との交流について印象が改善した生徒は約 65％，森林

保全活動により，環境保全への関心が高まった生徒は約 70％，地域の課題の解決に具体的な提案を出した生

徒が約 40％存在した。 

○ ・・・学校教育に関わる教育的資源の増加・拡大：1年目に関わった団体や行事がリピーターや宣伝となり，より多

くの団体から地域活動を通した教育への継続的な協力を頂くことで，生徒の学習機会が拡大した。 

○ ・・・社会的な評価の増加：研究前はほぼ無かったメディアへの紹介や取材が増加したことで生徒や保護者の学校

教育への信頼感・自己肯定感が向上するという影響を与えることができた。 

○ ・・・クラウドシステム活用の発展：H28年度入学生が導入したクラウドシステムを H29年度入学者も採用した。ま

たこのシステムを足掛かりとした教育活動（東京都のクラウドシステムを通した学習支援の重点指定校）へ

と発展した。 

● ・・・教員の負担増加と他学年への拡がり：学外の方々との打ち合わせや準備等々は勤務時間外に行われることも

多く，負担は増加した。また，研修の回数は研究開始前と比較して 2倍に増加した。そのため安定的に毎年

度の取り組みとして引継ぎが難しい。 

● ・・・転退学者が減らない：（過去 3年間と比較して変化がほぼ無い） 

４ 研究協議会の中で協議したいこと 

 

 

 

５ 今後の取組 

これまで行ってきた取り組みを統合させ，持続可能な教育という学校文化を作ること。 

持続可能性の実現を通して，地域との協力関係と相互交流を学校文化として根付かせ，地域のプラットフォー

ムとしての学校機能を継続すること。研究対象学年の卒業までのデータを分析し，ESD 研究が進路多様校にど

のような変容をもたらしたのかを明らかにすること。 

○・・・ESD アプローチを学校文化として定着させるための具体的な手立てについて。 

○・・・ESD が学力向上につながっていくような評価方法について 
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研究の成果と課題 

 

〇現状把握 

 

研究開始入学当初（H28.4 月）

のアンケート調査及びTKバッ

テリーM2 調査（心理知能指数

外部調査）により、左表の傾向

が明らかとなった。 

 

 

この傾向を踏まえながら、地域

連携型授業を活用したカリキ

ュラムを進める中で、以下のよ

うな変容が現れた。 

 

 

 

 

 

〇生徒の変容 

・地域活動への生徒の自主的参加率増加 

 

行事や授業の中で地域連携を継続的に行った結果、能動的に地域連携活動に参加する生徒が増えた。

地域へとつながることに対しての垣根が低くなった。また、部活動単位での組織的な参加も増加した。 
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・学習意欲の向上 

プログレス希望者・選択科目座学選択生徒の増加 

 

プログレス（特別進学）クラスの希望者が倍増することとなった。また、2 学年次の選択希望生徒の割合

が変化した。自らの進路希望を鑑みて来年度の学習予定を計画的に立てられる生徒が増加した。 

 

・成績優良者（4.3 以上）増加（2 学年次 2 学期末） 

 

学習意欲の高まりから、成績優良者（評定平均 4・3 以上）が増加した。成績不良者とのバランスは過去

二年間のデータと比較して、逆転した。 
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・検定受験率増加（英語検定）年間 3 回（3 回目は実施前のため H28 年度入学生データ無し） 

 

英語検定や情報検定など積極的に検定を取得しようとする生徒が 2 倍以上増加した。 

 

・出席不良者の減少（2 学年 2 学期末時点） 

 

研究対象学年の出席不良者の割合は５０％以上減少した。生徒たちは休まずに登校し、授業を受ける

ようになった。 

・転退学生徒の減少 
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転退学者はここ数年順調に減ってきていると思える。ただし、家庭の事情などからやむを得ない事情

で退学する生徒も一定数存在する。研究を始めてからどのような変化があるか調査を続けていきたい。 

 

・学習や行事に対して、意義ややりがいを感じる生徒の増加 

「異文化国際交流」参加者生徒Ａ 

 今日は普段交流のない外国人との交流だった。ベトナムの人だったが日本の文化や普段の自分たちの

生活をよくわかってもらえたと思うし、ぼうずめくりを皆でやってみてすごく盛り上がったしとても楽

しかった。あとベトナムのこととかはよく知らなかったけれど、ベトナムの料理や文化を知ることがで

きた。ベトナムへの興味がわいて、行ってみたいなと思った。最後に歌を歌ってくれたが、その国なら

ではのテンポで楽しかったし「海の声」もみんなよくできていてみんなで盛り上げられた。またみんな

でぼうずめくりができたらいいな。外国人の人たちは表現の出し方が豊かだからみんなフレンドリーな

のかと思ったが、実際に会ってみたら、日本人みたいに人見知りの人もいた。話だけでは伝わらないと

ころがたくさんあったが、今回は言葉以外のことも伝わってきた。 

「異文化国際交流」参加生徒 B 

最初は緊張していたけれど、自分から話しかけることによって打ち解けあい、仲良くなることができ

ました。5 人ともベトナム人で、特にナムとスアンとはものすごく仲良くなることができました。二人と

もノリがよく、英語やベトナム語を話さなくてもジェスチャーなどでうまくできました。ぼうずめくり

のルールの説明は難しかったけど、みんなで協力した結果、うまく説明することができました。この体

験を通じて自分は海外に留学したいと思いました。いろいろな人と触れ合うことで楽しさを痛感するこ

とができました。英語は最初は話せなくても、なんども、チャレンジすることでできないことでもでき

るようになると思います。だから僕は恐れずチャレンジしていきたいです。 

〇教師の変容 
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・学びの質の変化のため研修の増加 

 

学びの質の変化のため、自主的な研修が増加した。ＥＳＤ研究だけではなく、クラウドサービスの活用、

生活指導や、自立支援チームとの連携についてなど自主的な研修が増加した。 

 

〇教員側の「学びの価値の問い直し」・研修アンケートより 

・様々な立場から出来事をとらえることができるようになることで、生徒自身の身のまわりの視野を広 

げて、進路の幅を広げることができると思うから。 

 

・「人が次世代に生きる人間を育てること」教育を本質的なところから再発見することになる。 

・青梅の地域の人々と関わる活動を積極的におこない、これからも続けていくべきだと考える。人と人の

つながりを作ることが大切だと考える。 

 

・地域を知る、参加することは、生徒自身のルーツの一部になるから。相関化することができる。 

 

・校内にいると「教わる側」に専念しがちなので、外の社会で自分が役に立って感謝される体験をさせ

たい。その積み重ねが、自分自身をさらにたかめようというモチベーション up につながると思う。 

研修を重ねることによって ESD への理解が深まり、学びの価値を教員自身が発見するような言葉がみら

れる。 
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〇地域の変容 

・地域からの期待、地域行事への参加希望の増加（取材や参加依頼の増加） 

 

学校経営計画に基づいた「地域連携を重視する」特色が、ＥＳＤ研究指定校を進めることで明確化し

た。結果として、学校の特色が地域に伝わることにより、地域行事への参加依頼や新聞取材などが大幅

に増加した。地域へ出向き、直接つながることで生徒への信頼も高まった。 

・国立教育政策研究所調査用紙結果 
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西多摩新聞 

西多摩新聞 

ESD研究授業・行事掲載新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも西多摩新聞は年間を通して継続的

に記事を掲載していただいた。 

また、読売新聞やテレビ東京にも取材をしてい

ただくことができた。生徒たちは地域社会に認め

られる経験をして勇気づけられる機会を得た。 

 

WeeklyNews 西の風 

西多摩新聞 
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学校経営計画 

リニューアル伝統高「多摩高」 ―平成２９年度東京都立多摩高等学校学校経営計画―  

東京都立多摩高等学校第 23 代校長 常國佳久  

 (1) 目指す学校像 「教職員と生徒が相互に人間力を高め合う学校」 ①「多摩に多摩高あり。」の通り、

多摩地域の教育基盤の持続的発展に寄与し、地に足の着いた取組をする学校。(次年度の「ユネスコ

スクール指定」を目指す) ②「チーム多摩」、「人間力の多摩」の合言葉のもと、集団の中でこそ個を

生かし、相互に素質を伸ばしあう学校。 ③「生徒に寄り添う事を喜びとする情にあふれた教職員」

と「夢の実現を目指す志ある生徒」が作る、いじめや体罰がない明るい学校。 ④ 生徒と教職員が

相互にリスペクトし合い、創立百周年に向かって歩む学校。 ⑤「地域力」、「伝統力」、外部協力者

と教職員と生徒一人ひとりの「創意工夫の力」を結集する学校。 ⑥ 意義理解に基づく生活規律指

導と訓練で、忍耐力や我慢強さを発揮するよう、生徒を鍛える学校。 ⑦ 言語活動を充実させ、生

徒のコミュニケーション能力を引き出し高める学校。  

（2）目指す人間像 「志ある人間」 ① 規範意識と社会性を豊かに持ち、主体的かつ他者のために生き

ることに喜びを感じる人間。 ② 日本の伝統的な価値を誇り、他者との交流 • 自他共存の精神を生

かす人間。 ③ 人間力の完成を目指し生涯学び続ける確かな学力を持つ人間。 ④ 多摩から東京へ、

日本から世界へと羽ばたこうとする野心家たる人間。 ⑤ 授業・行事・部活動等の体験に基づく自

己肯定感を持つ人間。 ⑥ 地域の方々の中で活動体験を積み、地域で中核となる人間。 ⑦ 言語活

動を尊び、望ましい人間関係を築く人間。  

(1) 「多摩高独自の授業メソッド」の開発で、「確かな学力」を定着させ「生き抜く力」を引き出す「魅

力ある授業」 ① 文部科学省「平成 28 年度教育課程研究事業（ＥＳＤ分野）」指定に基づく、地域

連携型授業を工夫し、生徒が輝く授業。 ② 学習習慣と規律ある学習態度の確立、多摩高学力スタ

ンダードに基づく、基礎から応用までをカバーする授業。 ③ 熟度別授業、少人数授業等、生徒の

ニーズを生かし、ＩＣＴ機器やＷＥＢの活用を推進する。 ④ 平常の補習、長期休業日講習、勉強

合宿、「土曜日の教育支援体制構築事業」の活用と充実。 ⑤ 研究授業、授業の相互参観、授業力向

上研修、「多摩高独自の授業メソッド」を駆使し地域連携型による学習指導の改善で「生徒を魅了す

る授業」をする。 ⑥ 答えのない問いを諦めず追い求める「わくわく体験」を積ませることで、時

代を切り拓く力を育む。 ⑦ 教科会、教科主任会議、学スタ対策協議会、地域連携型授業等で指導

方法・方針等の教科指導体制を整備。 ⑧ 地域の産業や行政、教育機関、ＮＰＯその他、地域の教

育力を活かした、校外の学修による単位認定。 ⑨ 東京都オリンピック・パラリンピックに向け、

オリ・パラ精神、スポーツマンシップの理解を深める。 ⑩ ＪＥＴやＡＬＴの活用等、言語の壁・

文化の壁を越える力を育む。 

 (2) 行動的キャリアデザイン教育へ 「自分の『人生の運転免許』を手に入れよう。ビー・ア・ドライバ

ー・オブ・ユアセルフ」 ① 地域の幼・保・小・中学校と連携を基礎とし、新しい学力観に基づく

高校教育と高大接続における一体的改革、専門学校や就職先との連携を進める。 ② 希望と適性に

基づく進路選択、他者のために生きる力をつける自覚、納税義務等の社会参画意識ある人間の育成。 

③ ハローワーク、地域の行政機関、経済界、企業、ＮＰＯ、個人等、外部の教育力を活用し、入学

時から卒業後までカバーするサポート体制の確立。 ④ 土曜日の教育支援体制構築事業等の活用、

自立支援事業、社会的・職業的自立支援教育プログラム事業等の活用。 ⑤ 赤ちゃんからお年寄り
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まで異年齢交流を進め、以上のような教育体制に対応できるよう校内体制の整備拡充を図る。 (3) 

「自らを育んだ伝統的価値・社会的価値」に誇りを持ち、自他共存の精神を見出し、生かす教育。 ① 

日本や、自らを育んだ地域の伝統文化を理解し発展させようとする積極的な社会貢献意識を育む。 

② １８歳投票権と連動した政治的教養と社会参画意識の醸成。 ③ ＡＬＴやＪＥＴ、留学生等との

交流、異文化間の相互理解を深めさせる。 ④ いのちの大切さを相互に認識し、無用な人間はいな

いという教育。 

 (4) 「感動体験を積ませる特別活動・部活動」等の活性化 ① 行事や部活動、生徒会、ＨＲ活動等、感

動体験を積ませ自尊感情や自己効力感を高め、組織・集団の中で自己を生かす能力の育成。 ② 校

外学習や宿泊行事等、規律ある集団生活体験と公衆道徳等を育む場を提供し、地域の特色ある競技

や取組との連携を深める。 ③ 合宿を計画に入れた部活動の推進、生徒会行事やホームルーム活動

等で生徒に達成感を味わわせる工夫、体力気力鍛錬道場事業の活用。 ④ 「総合的な生徒の基礎体

力向上方策」に基づく生徒の体力向上策、東京都オリンピック・パラリンピックに向けた教育の推

進。 

 (5) 生徒に寄り添う「日常的で徹底した生活指導」によって育む「規範意識と社会性」 ① 東京都の「自

立支援チーム」との連携を密にする組織を整備し、生徒やその家庭が抱える課題を解決する。 ② チ

ケット制の活用、基本的生活習慣の確立と規範意識の育成、全職員で生徒に寄添う厳しくも暖かい

生活指導。 ③ 遅刻や身だしなみ、言葉遣い、社会的マナー等の対策が総合的に生徒の品性につな

がることを意識した指導・訓練。学校を中心とした生活の確立。 ④ 個別の支援計画等、特別支援

教育の視点を共有し、学校のユニバーサルデザイン化に努める。 

 (6) 「言語活動の充実」に基づく「望ましい人間関係づくり 」 ① ソーシャルスキルやコミュニケーシ

ョン能力を高め、望ましい人間関係を構築する。 ② 異文化交流・理解の推進、場に適した言葉の

使用を推進するため言語教育を推進する。 

 (7) 「明るく活気に満ちた教育環境」整備と百周年の節目に相応しい教育環境づくり ① カウンセリン

グマインド、生徒に寄り添う心に基づく、生徒の悩みや躓きへの適切な対応。 ② 厳しくも暖かい、

毅然とした指導、体罰やいじめがなく夢を育むに適した教育環を保持した安全で安心な環境を作る。 

③ 校内美化と整理整頓、安全点検により設備の保持と更新を進める。 ④ 特に、百周年記念式典に

向け、多摩産材の活用等を含め地域の需要を満たし、地域の次世代教育に相応しいインテリジェン

トビル校舎への改修を目指す。 ⑤ 健全な予算計画とその執行、都民目線とコスト意識の徹底。  

Ⅰ 目指す学校像 地域の教育基盤「プラットホーム」に貢献する ESD 研究指定校「人間力のチーム多摩」 

Ⅱ 中期目標と方策 「授ける」から、「促し獲得させる」体験の蓄積へ １ 教育活動の目標と方策 

 (1) 学習指導 「多摩高独自の授業メソッドの開発」活気ある授業へ ① 授業規律の確立、授業のチャイ

ムスタートを確実に実施。 ② 実践的、実技的、体験的要素等を活かし、グループ学習や調べ学習、

発表学習等の主体的、対話的、深い学びにつながる学習形態を模索する。 ③ 相互･双方向型の要素

を取入れ、対話的で主体的な活動により、言語活動の活性化を図る。 ④ １学年国語・数学・英語、

２学年数学・英語、3 学年英語で習熟度別授業。家庭総合は少人数授業を実施。 ⑤ 日常的補習と長

期休業中の講習、土曜の教育支援体制等構築事業での補習、勉強合宿等の活用で、上級学校に対応

できる学力をつける。 ⑥ 各学年で基礎学力テストを実施し、またＷＥＢ学習の活用により、学力

の伸長と推移を検証し、その情報を生徒や保護者と共有する。 ⑦ 多摩高校学力スタンダードに基
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づく教科指導を行うとともに指導教諭等の活用を含めて教科指導の検証を行う。 ⑧ プログレスク

ラスの意義を踏まえ、維持発展させるとともに、本校生徒に適した教育課程とするためのカリキュ

ラムの見直しを常時行う。 ⑨ 「総合的な学習の時間」の内容の充実、新教科「人間と社会｣を円滑

に実施運営する。 

 (2) 進路指導 自分を社会の中で生かそうとする「キャリア教育」の推進 ① インターンシップ、土曜日

の教育支援体制等構築事業等、計画的で早めの働きかけにより進路未定者を減らす。 ② 年間指導

計画に基づく組織的キャリア教育、3 年間を見通した「ＣＤ(キャリアデザイン)授業」を実施する。 

③ 進学、公務員等の受験対応の勉強会、面接練習等を実施し、また新たな求人先の開拓に努める。 

④ 卒業生への支援を行うとともに、進学先、就職先への広報活動を展開する。 ⑤ 進路指導部を中

心に、卒業生の就職先・進学先訪問等を実施し、早期退社・早期退学を防止する。 ⑥ 「土曜日の

教育支援体制等構築事業」をコーディネーターと連携して計画的に進める。 

 (3) 自助共助の精神 「ソーシャルスキル」の向上 ① 地元青梅市の文化行事や青梅大祭参加等を通じ地

域の方々との交流を深め、日本文化や地域の伝統精神への理解を深める。 ② 宿泊防災体験や地域

の避難訓練等、地域自治会との交流を軸に、自分たちの安全確保と地域住民の防災・安全に主体的

に関わる意識を育てる。 ③ ＪＥＴやＡＬＴ、留学生との交流や異年齢交流体験を推進し自他認識

をする体験を積ませる。 ④ 市役所や選管と連携し１８歳投票権の周知を含め、政治的教養を積ま

せる。  

(4) 特別活動等 「学校ならではの組織的活動」と「役割体験」 ① 感動体験に基づく達成感を味わわせ

る行事・部活動を推進し、体育祭、文化祭、奥多摩ウォーキング等、各学校行事要領の改訂を進め

る。 ② 「奉仕」体験、地域貢献ボランティア活動、就業体験等を企画、実施する。 ③ 防災宿泊

体験、修学旅行、部活合宿、勉強合宿等の宿泊行事における、学校ならではの規律ある集団生活を

体験させる。 ④ 夏季合宿を含む部活動の年間活動計画に基づき、日常的に部員の活動振りを把握

し、人間関係を主体的意欲的に構築するような学校生活を送らせる。 ⑤ 東京オリ・パラを契機に、

生徒が生活規律を保ちながら、能動的かつ日常的に体力向上に向けた取組みが出来るよう指導する。  

(5) 生活指導等 マナー指導と「多摩高独自の生活指導(チケット制)」の推進 ① 家庭や地域と連携し、遅

刻、スカートを含む身だしなみ、言葉遣い、社会的マナーを習得するよう、組織的な指導を徹底す

る。 ② 警視庁警察署、その他の機関との連携に基づき、セーフティ教室等の問題行動の防止策と、

年 3 回の調査等を実施する。 ③ 清掃活動の強化とともに、ゴミのポイ捨てを見逃さない、ゴミの

分別の徹底徹底などに基づく、持続的な環境美化意識を高める指導をする。 ④ 日常の挨拶指導に

加え、授業の開始、終了時の挨拶励行、食育、服育、心と体の健康づくりを推進する。 ⑤ 省エネ・

環境教育、安全・防災教育を推進する。 ⑥ 消防庁・消防署、水道局その他の施設と連携し、安全・

防災意識を高め、救急救命法の訓練等を実施、非常事態に備える。 

 (6) 言語活動、コミュニケーション指導等 「人間関係の改善・修復力」を育む ① 教育の場として相応

しい言葉遣いを工夫し、生徒のみならず教職員自らがアンガーコントロールに努め、ソーシャルス

キル向上研修を実施する。 ② 教科活動のなかで、説明や発表、板書等で使われる言葉遣いについ

て、より効果的で美しい言葉の運用となるよう工夫する。 ③ 人間関係を基盤として成り立ち人間

相互のリスペクト心を伝える手段としての敬語の使い方を日常的に学ぶ。 

 (7) 学校経営等 「たゆまぬ組織改革と溢れるチャレンジ精神」 ① 地域、ＰＴＡ(保護者、家庭)、同窓
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会との連携を強化し、魅力ある企画を立てることで、来校者を増やす。 (ア) 学校説明会、ホームペ

ージやパンフレットの改訂工夫等、生徒募集活動・広報活動を充実させる。 (イ) 経営企画室が教育

行政の視点を常に発信し、教員の授業改善や生徒の生活指導にも参画する。 ② 学校徴収金や部費

等の徴収、執行を計画的、適正に行い、学校経営計画を着実に実現するための予算編成及び執行を

行う。 ③ 個人情報の管理を徹底し、情報資産を適切に管理する。 ④ 体罰防止、いじめ防止、服

務研修を実施し、教職員の資質の向上を図り、服務の厳正のための自己点検をする。 ⑤ 若手ＯＪ

Ｔ「多摩研」、中堅ＯＪＴ「多摩創」の活性化を図り、若手から中堅、主幹教諭まで、教員を育成す

る。 ⑥ 教職員の心身の健康に気を配り、業務の効率化を図り、都民ファーストかつライフワーク

バランスを生かした遣甲斐いある職場づくりをする。 ⑦ 防災と安全安心の観点から不要品廃棄と

併せて備品管理・整備を進め、老朽化したトイレ等の改修や近い将来の校舎の増改築を視野に、環

境整備を進める。 

 ２ 重点目標と方策（数値目標） ① 学習指導 年間研究授業回数(50 回以上)、日常的な補習教科数数(5

教科以上）、長期休業中の補習講座数(年間 50 講座以上)、教員相互の授業参観(全員) 地域連携授業(全

教科)。 ② 進路指導 進路決定率(85％以上)、 大学短大進学者数(30 名以上)、 就職希望者内定率

(100％)。 ③ 特別活動等 部活動の活性化(合宿を実施する部活動 10 以上）、部活動加入率(1 年時は

全員加入 100％、全学年合計 65％超)。 ④ 生活指導 年間問題行動件数(10％減)、遅刻者(一日あた

り延べ 50 人未満、もしくは総遅刻者数 300 回減)。 ⑤ 言語活動等 グループワーク・ペアワーク、

調べ学習、発表活動等アクティブラーニングに取組む(全教科)。 ⑥ 学校経営 年間退学者数割合(5％

減)、入学選抜倍率の増加(推薦 3.0 超、1 次 1.3 倍超)近隣からの入学者割合(3％増)、 学校説明会の

参加者(500 名以上もしくは 10 パーセント増)。 
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研究体制 

【多摩高における研究体制】 

 校長を代表として、研究員が立てた研究の計画・骨子に従い、職員が研究活動をし、職員会議(研修会) 

 で研修する。そして東京都教育委員会、文部科学省にて報告・検証を行う。 

 今後は活動を毎年この活動を持続することで、本校の教育ＰＤＣＡサイクルを回し続ける。 

(「多摩高学校案内」理念図 参照 ) 

                                             

                     

 

                       

 

 

 

【研究方法】 

  校長を代表として、「地域連携型ＥＳＤ」研究を全員・全校体制で行う。   

  授業、行事、部活動等の学校の教育活動全体を通じ、仮説に基づき、 

地域の組織や人材と連携しつつ研究活動を行い、生徒の変容を検証していく。 
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地域連携カレンダー 
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詳細は本校ホームページ→学習について→地域連携カレンダーをご覧ください。 

 

URL : http://www.tama-h.metro.tokyo.jp/site/zen/page_0000000_00112.html 
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活動写真 

 宿泊防災訓練講演「地震とは」        奥多摩ウォーキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 青梅大祭                  留学を控えた先輩にインタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (NPO「花咲き村」)森林保全活動     地元アートフェスティバル舞台参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 

 

 

 

ババコンテスト企画実演参加   (青梅市観光課)外国人旅行者に観光ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青梅マルシェへ（地域の祭り）の参加     アンドロイド制作講話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クリーンエンジェル隊            殺陣体験 
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地元イタリアン料理店主に料理を習う        異文化交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高校生出前授業（小学校の先生と打ち合わせ）  畑作り 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

文化祭地元の方の舞台参加             生徒の感想 
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学びを通じた地方創生コンファレンス「東京コンファレンス」に発表参加 

 

青梅市イベントポスターの製作依頼 
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教科の取り組み 

・各教科 ESD 授業計画表 

教科 アイデア 

（教科の本質的な学び） 

つながり 

（人と人、人と地域など） 

応用 

（授業内容） 

国語科 言葉は人（人生）を豊

かにする。 

人と青梅ゆかりの文

人 

青梅ゆかりの文学を読み、そこに描かれ

た世界観を知る。 

数学科 数字を使った会話  

海外に行っても数学は

通じる 

数学を用いた手品で

交流を深める（クラス

内～応用可） 

2 進法を用いた「数字当てゲーム」を行

い、その仕組みや面白さを学ぶ。 

そこで学んだことを他の生徒や地域交

流の機会に披露する。 

社会科 

 

 

当たり前の物事に疑問

を投げかける力 

「地域発展の手法を

考える」青梅の地場産

業とコラボ 

青梅の観光 PR 

多摩高祭で特産品販売(共同で。食品も

可) 

生徒引率で下見して青梅市観光 PR 

※多摩校を青梅の窓口として活用した

い 

家庭科 自分の生き方を考える 

現在・過去・未来 

保育・食物で自分の生

活を振り返る 

青梅の特産について学ぶ。青梅市の教育

環境について考える。自分の将来の参考

にするために。 

美術科 わからないことに立ち

向かう勇気 

身近な事物に美しさを

感じ取る心 

人と人が出会うアー

トイベントを作る 

青梅在住の木工作家

の方と地元産材に出

会う 

ダイアログ・イン・ザ・ダークを学年で

やる。保護者会や文化祭で発表する 

多摩産材を使って教室で使用する家具

を作ってみる。実際に教室で使う。 

情報科 

 

知る→理解する→伝え

る（適切に） 

青梅や多摩川近くに

は IT 企業が多い。見

学など 

論理回路の実習・数学とのコラボ 

理科 

 

なぜ？を分析する力 青梅の特産物・花を年

間を通じて栽培する 

肥料や日照時間の育ち方の違いなどを

分析し、青梅の特産物や花の育ち方につ

いて考察する。 

英語科 グローバルマインドの

育成 

グローバルコミュニケ

ーションスキルの育成 

青梅と近隣の外国人

と出会うイベント 

留学生に日本文化を伝える。外国人にインタビューす

る。 

横田基地の高校に 1 日体験、基地の高校生が本校体

験。 

青梅小学校にて本校の生徒が英語のゲーム大会をす

る。 

本校文化祭に青梅在住の外国人や近隣の留学生を招

く。 



27 

 

 

 

授業実践例・実践後の考察 

社会科 岸川幸太教諭  

H28 「正義について」グループワーク    青梅若者カフェ（地域 NPO）協力 

H29 模擬選挙               青梅若者カフェ協力 

H30 行政書士の方との授業を検討中 

様々な人に関わってもらうことで、一つのテーマについて多角的な見方を生徒に提示することができ

る。地域の方との一緒に授業を行うことで、新しい見方を獲得できる。多角的、多面的なものの見方は

社会科の教科としてとても大切なことだと考えている。 

 

英語科 川崎佐智子教諭 

H28 青梅市英語ツアーを作ろう     青梅市観光協会協力 

H29 青梅市英語ツアーを作ろう     青梅市観光協会協力 

東京、上野の観光に JET の方々を連れて言った経験があり、これを多摩高校の授業で展開できない

かと考えた。青梅市観光協会に相談したところ、快く引き受けてくださり、生徒に依頼するビデオレタ

ーを制作してくれた。外部の方に依頼されたことに、生徒たちは真剣に応えた。集中力も見られ、提出

期限を守るなど授業態度に変化が見られた。外的動機づけになり、近所の方に感謝してもらえることに

よって生徒は勇気づけられていた。地域に出ると、チャンスが拡がる。より学びが深くなり、拡がって

いく。地域は学校教育に協力し、助けてくれた。楽しかった。また、管理職が積極的に動いてくださっ

たおかげでアイデアを素早く実行に移すことができた。外国の方に褒められることで自信をつけ、成績

の向上にもつながった。 

 

理科 渋谷匡俊 教諭  吉田清子・堀清華 実習助手 

H28 ハクビシンとのたたかい！（畑づくり） 

   プラムポックルウイルス （青梅市の特産である梅について） 

H29 プラムポックルウイルス （青梅市の特産である梅について） 

青梅の特産物を使って、外国の方と一緒に料理をす

る。（文化交流） 

多摩高生を外国に連れて行く。海外ボランティア。 

保健体育科 

 

生涯のセルフプロデュ

ース力を身に着ける 

すべての問題は人間関係に集約され

る。（心理学的アプローチ）セルフプロ

デュース力のある人に会って秘訣を聞

く。長寿の人・良い人生を送っている

と思える人々（先輩だとより良い）と

の安全な社会づくり 

交通安全活動 

（外部とのつながり） 

高齢者からの聞き取り 

高齢者の運動のお手伝い 
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青梅市は梅が有名なので、ウイルスを学ぶ際に興味を持つきっかけとして面白いかと思った。生徒の反

応は良かった。自分の持っている知識を使って話してくれた。生徒自身が考えたりすることができていた。

一つのテーマについて、地域住民としての立場や観光についての立場など色々な立場に立って、考えるこ

とができた。 

 

美術科 望月未希主幹教諭 

H28 地元工芸作家さんに金工を習おう         金工作家：安東桂さん協力          

H29 国語科とコラボ授業・ミヒャエルエンデをテーマに 国語科：森山教諭と協力 

マレーシア芙蓉中学にて美術出前授業       芙蓉中学・新日本学院協力 

森林保全活動で伐採した竹を使ってランプ作り   NPO 花咲き村協力 

   竹取物語をテーマにした絵本作り         NPO 花咲き村協力 

当初の計画通り、地元作家さんとの授業が実現できた。作家の方に教わる授業の緊張感は、授業に対

する良いリズムを作り出すきっかけとなる。国語科の森山曜子教諭と協力し、国語科毎年が作っている

図書館だよりを活用して、本の紹介と共に、授業にもつなげる試みを行った。生徒たちが自ら学ぶ面白

さを発見するきっかけを、学内の学びのあちこちに仕掛けられたと思う。異文化国際交流行事がきっか

けとなり、マレーシアの芙蓉中学で美術の授業を行った。その様子を日本の授業で報告した。森林保全

活動で行った竹伐採を切ったままで終わらせるのではなく、その竹を利用した作品を作って学内に展示

することで、学びの共有を行えると思う。花咲き村より依頼された「絵本作り」に取り組んでいる。外

部から依頼された課題に対して、生徒たちは普段の授業よりも真剣に取り組む。 
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行事実践例「異文化国際交流」 

平成 29 年度「人間と社会」異文化国際交流体験活動 実施要項 

 

日  時 〈事前指導〉平成 29 年 11 月 15 日（水）６時間目 

     〈体験活動〉平成 29 年 11 月 22 日（水）・24 日（金）１～６時間目 

対  象  2 学年 

目  的  留学生との交流を通し、文化の多様性について学ぶ。 

活動内容  ゲーム、自国紹介、インタビュー等 

場  所  本校体育館 

外部団体  新日本学院 

      留学生 11/22 ：73 名、 11/24 ：59 名 来校予定 

担当教員数 多摩高より 1 日につき 3 名、新日本学院 4 名引率予定   計 7 名 

※当日 16 グループ（5〜7 人高校生＋3～4 人留学生＝1 グループ計 8 名〜11 名）を想定。        

 教員 7 名で 1 人、2～3 グループを見る。新日本学院学生の来校人数により変更の場合がある。 

 

＜文化交流当日＞ 11 月 22 日、24 日ともに同じ流れ 

～当日の流れ～  

1 限 8:45  ①海外の方と接する時の諸注意。 

         例）・留学生の方々は、日本語を学び始めてまだ２年以内。ゆっくりと短文（です、ます） 

      で話すなど、必要であれば伝わるように配慮する。自分が英語で話しかけられた時のこ

とを想像する。 

     ・お互いに理解し合えていない時、笑ってごまかしたり、顔を見合わせて笑ったりしない。 

      相手のことを笑ってると誤解されやすい。 

     ・体育館内での携帯電話使用禁止。留学生との個人的な撮影も禁止。 

     ②百人一首の説明の練習等。  

           ・留学生と「坊主めくり」をするときに、先生ではなく多摩高生が遊び方の説明すること    

       を伝える。そのために、（時間があれば）説明する練習をさせる。 

     ・細かいルールは、各グループに任せる。 

     ③ワークシートの説明。 

     ・グループ内で行うワークシートの項目を一つ一つ確認する。（まだ何も書かせない） 

     ・ワークシートは、日本の生徒が留学生に質問する形式と、その逆の形式を予定。 

     ・留学生との活動の後、このワークシートを使ってグループ発表をする旨を伝える。 

      そのためにも、しっかりと取り組むことを強調する。  

     ④名札を作らせる。名前を漢字とひらがなで書かせる。養生テープでつけてから移動。 

 

2 限 9:45  自分の班番号を再度確認のうえ、筆記用具、ワークシートを持って体育館集合  

   演奏者は音楽室経由で三線・楽器を持って移動。楽器はステージに置く。 
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    各クラスグループごと 1 列、間 1 列分あけて整列（留学生が間に入る）グループ順は不問 

  

体育館での流れ 

 

◎ここからの全体への指示、司会は、重田が行う。 

9:50 頃 新日本学院 学校到着 体育館に直接来校 

    ・新日本学院生、くつを袋に入れて体育館入館。多摩高生拍手で迎える。 

     （靴袋は多摩高で準備。新日本学院の先生に袋を渡し、新日本学院の先生に留学生に袋    

     を渡してもらう。スリッパは使わない。） 

    ・体育館入館後、荷物を体育館ステージに置いてもらう。ステージにはクラス毎の札を置く。 

    ・多摩高校生 5 列の間に、留学生 4 クラスが各クラス 1 列に並んでもらう。 

10:00  開会の言葉 多摩高校管理職 

10:02  多摩高校 学校紹介（管理職の話を引き継ぎ、司会者が簡潔に）※①パワーポイント使用 

10:05  新日本学院 学校紹介 代表者（留学生 代表者数名） 

10:10  「グループメンバーにご対面」 

     多摩高校教員は班番号のコーン 16 個を設置 

     留学生・生徒は各班番号のコーンへ集合し、輪になって座る。並び順は自由。 

10:15  グループ活動 1「自己紹介ワークシート」 

     まず全員が 1 人ずつ自己紹介（名前だけ） 

前半約 10 分間 留学生から多摩高生への質問 

      後半約 10 分間 多摩高生から留学生への質問（できるところまで） 

10:35   休憩（原則としてトイレに行く必要がある人だけ） 

10:45   グループ活動 2「坊主めくり」 

            各グループ多摩高生徒 1 名は、前にカルタを 1 箱ずつ取りに来る。 

本校生徒が留学生に遊び方を教えて、実際に遊ぶ。※② 

  11:10  「発表による交流」 

      準備（かるたの返却と発表準備）と移動 

 11:20   留学生による歌①（10 分枠） 

 11:30   留学生による歌②（10 分枠） 

 11:40   留学生と多摩高生徒による歌 ※③ 

11:50    （そのままの体制で） 

 閉会の言葉   新日本学院 代表学生または引率の先生より 

諸注意（撮影について、他学年授業中） 

12:00     新日本学院 新日本学院へ戻る。本校生徒見送り 

ここまで体育館） 

12:20  昼休み 

（午後は各教室、担任または副担任で） 

5 限 教室にて、各グループが留学生と作成した、自己紹介ワークシートをもとに内容を発表。 
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6 限 教室にて、同じグループだった留学生にお礼の手紙作成 

＜各活動の概要＞ 

 

※① （H28 は代表生徒が行ったが、本年度は以降の内容が詰まっているため司会者が簡潔に行う） 

 

「多摩高紹介」以下が新日本学院が知りたいこと。これらの学校紹介を簡単な日本語でする。 

 ・公立 説明例：東京都が作った学校です。９０年以上の歴史があります。 

 ・制服 説明例：制服があります。制服を毎日着なければなりません。等 

 ・学校就業時間 毎日６教科勉強します。８時４５分から始まります。３時５分に終わります。 

 ・放課後の部活 放課後、クラブ活動をします。クラブは、いろいろあります。 

 ・お昼の弁当 お昼は、お弁当を食べたり、パンを買ったりします。学校の教室で食べます。 

 ・一クラスの人数 １クラスは、35～41 人います。 

 ・校則 例 髪の毛の色を変えてはいけません。ピアスをしてはいけません。 

 ・学校行事 文化祭、体育祭、修学旅行等 

 ・先生紹介 

 

※②「坊主めくり」（グループワーク） 

１）グループの中の日本人生徒一人が百人一首一箱を教員のところに取りに行く。 

２）日本人の生徒が留学生に「坊主めくり」のルールを説明する。 

３）グループ全員で、時間が来るまで坊主めくりを楽しむ。一番札の多い人が勝ち。 

４）全体で、札の多かった人に立ってもらい拍手で賞賛する。 

～坊主めくりのルール説明の仕方例～ 

1. これは、百人一首です。日本のカードゲームです。 

2. これは、絵札です。絵札は、3 種類あります。 

（絵札を見せながら） 

これは、男の人です。殿様、キングです。 

これは、女の人です。お姫様、プリンセスです。 

これは、坊主です。男です。髪がありません。 

3. 絵札を山にします。一人一枚とります。順番です。 

4. 絵を見ます。殿様です。もらいます。 

      坊主です。返します。絵札の山の横に置きます。（指さししながら） 

      姫です。絵札の山の横の絵札をもらいます。（指さししながら） 

      ※蝉丸を特別扱いするルールを入れてもいいです（グループで判断）。 

     5. 時間です。終わります。絵札を数えます。絵札が一番多い人が勝ちです。 
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※③留学生と多摩高生による歌「海の声」 

 

     ステージ側      ス ク リ ー ン 歌 詞 表 示 

      三線 

      その他楽器置場     兼・留学生荷物置場                 

 

     発表はステージ下 

                 留学生発表者（人数？） 

 

整列順は特に決めていない 

                 カンカラ三線２５名ほか       三線隊、その他楽器は 

指揮者とキーボード                          原則としてあぐら等 

の位置だけ固定し、   キーボード                  直接床に座る 

全体はできるだけ接近し                        原則として譜面台なし 

円を描くように 

 

                                   その他側から発表への 

                 その他の留学生・生徒        飛び入り参加等は 

                   立つ座る自由          柔軟に対応 

 

 

・事前に生徒募集→ （各日）指揮者 1 名、キーボード 1 名、アコギ人数制限なし 

その他楽器も柔軟に対応するが、キーボード以外は電源を取らない。 

前日まで募集、先着順決定。応募がない場合は司会者で当日の現場対応。 

・音楽選択者から、各日カンカラ三線最大 25 名で弾き語り。三線不足生徒は合唱に参加。 

・留学生による中国語・ベトナム語の歌発表の立ち位置はこれに準ずる。 

 

 

＜事前準備＞ 

ワークシート（新日本学院用印刷は確認）（予備を準備） 

ワイヤレスマイクマイク２本 

パワーポイント（多摩高校および新日本学院データ、配置指示、歌詞） プロジェクタ 

百人一首かるた 

コーン 20 個（体育科）１～16 の番号付き  荷物置き場用 1～4 

キーボード（音楽科）、電源用ドラム（ＣＤデッキは新日本学院確認） 

靴用袋 

雨天時 傘用ビニール 

トイレ用スリッパ お礼の手紙用 コピー用紙（1 人 1 枚） 

指揮者 
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行事担当者考察 

 

「人間と社会」異文化国際交流授業 

 

H28 年度担当 英語科 川崎佐智子 教諭（行事の創始者） 

「人間と社会」の求める学習の中に、「国際理解」と「共生」の文字があった。以前働いていた日本語

学校の職場を思い出した。青梅市から近い日本語学校との交流の場を設ければ、望ましい学習ができる

のではないかと思い付いた。日本の文化で交流するために「ぼうずめくり」を行うことにした。インタ

ビュー形式など、コミュニケーションが取りやすい方法を取り入れた。日本に来たり働いたりする外国

人はアジアの方が多いが、そのイメージを生徒たちは持っていない。イメージと現実とのギャップを埋

める行事になればよいと思った。若くて余計な知識がないゆえに、人間対人間という対話ができていた。 

 やってみてよかったことは、外国人への偏見が改善されたこと。多くの生徒たちが行事を行う前より

もイメージがよくなったと答えた。日本語学校生徒たちも、日本人の親切さに触れ喜んでいた。一度参

加した生徒たちが、次の年も参加したいと希望するほどだった。また、この行事をきっかけに言語に対

する興味を高めた生徒も多かった。 

 

H29 年度担当 英語科 重田正義 主任教諭 

昨年度の内容に加えて音楽を通しての交流と、手紙の交換などの交流方法を取り入れた。音楽室の前

を通りかかったところ、三線で奏でる「海の声」が聞こえた。新日本学院との打ち合わせの際に、学院

の生徒も「海の声」を学んでいることを知った。同じ歌を学んでいる事を、交流に活かせないかと考え

た。歌により、交流が深まったことと、三線への興味や、奏でることで自然に外国の方との交流が始ま

っていった。音楽の先生にも協力していただいた。メリットはこの異文化交流行事によって、生徒たち

の外国に対する偏見が解消されたこと。デメリットは学外団体との打ち合わせなど、担当教員の負担は

大きいこと。 

★補足★歌を通した交流の手法は、2 学年の沖縄修学旅行にも引き継がれ、戦争体験講演者の方に「相思

樹の歌」を歌いました。生徒たちが主体的に参加し、形にすることができました。指導を行った重田主

任教諭は「生徒にとっては重みのある内容だが、語り継いでいくべき歴史を、歌が繋いでいってくれる

ことを期待する。」と考察しています。 
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行事実践例「森林保全活動」 

森林保全活動教員マニュアル                       ２０１７．１１．１９ 

 

役割分担（敬称略） 

２ ２ 日

（水） 

担当場所 乗 車 バ

ス 

担当班数 ２４日（金） 担当場所 乗 車 バ

ス 

担 当 班

数 

望月 竹林 1 号車 (2)班 望月 竹林 1 号車 (2)班 

岸川★ 竹林 1 号車 (2)班 岸川★ 竹林 1 号車 (2)班 

本間 竹林 1 号車 (2)班 岩井 竹林 1 号車 (2)班 

清水 竹林 1 号車 (1)班 土居 竹林 1 号車 (1)班 

酒井★ 子どもキャ

ンプ 

1 号車 (3)班 酒井★ 子どもキャンプ 1 号車 (3)班 

直井 子どもキャ

ンプ 

1 号車 (2)班 直井 子どもキャンプ 1 号車 (2)班 

佐 々 木

★ 

小・中植林地 2 号車 (2)班 佐々木★ 小・中植林地 2 号車 (2)班 

小野 小・中植林地 2 号車 (2)班 白木 小・中植林地 2 号車 (1)班 

★の方が救急バッグを持っています。 

 

 竹林（松本山） 子どもキャンプ（滝本） 小・中植林地（三ツ沢） 

22 日 

生徒数 
7 班・41 名 5 班・29 名 4 班・20 名 

24 日 

生徒数 
7 班・40 名 5 班・29 名 3 班・18 名 

講師スタッフ ① 園田（R）② 菅原 

③ 竹野 ④ 豊口 

⑤ 齋藤 ⑥ 小太刀 

⑥ 渡辺 

☆22日午後 文科 3名 都

指 1 名 新聞取材予定 

① 岡田（R）② 石崎 

③ 西野 ④ 山岸 

⑤ 小林 ⑥ 菅野 

⑦ 岩田 

① 伊藤 ② 伊奈 

③ 鈴木 ④ 林 

⑤ 石川 

トイレ場所 大多摩うまいもの館 花咲き村所有古民家 つるつる温泉 

 

引率者服装 

半袖Ｔシャツの上に長袖シャツ（色の黒いものは禁止[蜂対策]、古い白ワイシャツがよい） 

長ズボン （肌を露出させない） タオル 運動靴  
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引率者持ち物 

・お弁当 ・飲み物 ・レジャーシート ・虫よけスプレー ・ヘルメット（あれば） ・筆記用具 ・

手袋 

 

学校から持っていくもの 

・ヘルメット・手袋・きれいなぞうきん２０枚・ごみ袋・ブルーシート３枚・養生テープとペン・救急

箱 

・アンケート・ハンディーマイク・カメラ・生徒班分け名簿 

 

雨天時は学校にてクラフト作りを行います。各教室にて行う予定。 

雨天時行動の決定は当日の朝、管理職判断。雨天時でも学校にて行事は行う（動きやすい服装も必要）、

生徒には特に連絡しない。 

 

日 森林保全活動 一日の動き 

 担当 8:35 

~8:50 

8:5

5 

9:00 

~9:30 

9:30 

~10:0

0 

10:00 

~12:00 

12:00 

~13:0

0 

13:00 

~14:00 

14:00 

~14:3

0 

14:30 

~15:0

0 

15:00 

~15:1

0  

15:10 

~15:2

0 

15:

30 

~1

6:0

0 

 

 

 

 

 

 

11

月 

2

2

日 

 

水

曜 

日 

◎望月 HR 

にて 

準備 

 

トイレ

に行か

せる 

 

 

 

 

 

昇

降

口

前 

集

合 

 

 

 

 

行事開

始の 

挨拶 

 

注意事

項など 

 

 

 

 

バスに 

乗車し 

移動 

 

活動場

所にて 

下車 

 

 

 

 

森林保

全活動 

 

 

 

 

昼食 

休憩 

 

 

 

 

森林保

全活動 

 

 

 

 

バ ス

に 

乗 車

し 

移動 

 

学 校

に て

下車 

 

 

 

 

行 事

終 了

の 

挨拶 

 

確 認

事 項

など 

ト イ

レ 休

憩 

 

生 徒

教 室

へ 移

動 

ア ン

ケ ー

ト 記

入 

 

SHR 

指

導

員

と

の 

合

同

打

ち

合

わ

せ 

反

省

会 

＠

会

議

岸川 

 

佐々木 

3 組 

◎酒井 

 

本間 

 

 

 

 

 

  

直井 

 

清水 

 

小野 

 

荒副校

長 
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室 

調査官

3 名・

指導主

事 1 名 

 午前中 

異文化国際交流 視察 

 

 

 

11

月

2

4

日 

 

金

曜

日 

◎望月 

 

 

HR に

て準備 

トイレ

に行か

せる 

 

昇

降

口

前

集

合 

 

行事開

始のあ

いさつ 

 

注意事

項など 

 

バスに

乗車し

移動 

 

活動場

所にて

下車 

 

森林保

全活動 

 

昼食 

休憩 

 

森林保

全活動 

 

バ ス

に 乗

車し 

移動 

 

学 校

に て

下車 

 

行 事

終 了

の 

挨拶 

 

確 認

事 項

など 

ト イ

レ 休

憩 

生 徒

教 室

へ 移

動 

ア ン

ケ ー

ト 記

入 

SHR 

 

指

導

員

と

の

打

ち

合

わ

せ

反

省

会 

＠

会

議

室 

岸川 

 

佐々木 

 

◎酒井 

 

白木 

 

直井 

 

   

岩井 

土居 

 

担当者考察 

「人間と社会」森林保全活動 

H29 年度担当 美術科 望月未希 主幹教諭 

 森林保全活動は、地元で森林保全活動を行っていた生物科教員のアイデアで始まりました。今年で 4

年目の２学年行事になります。地元 NPO と協力して生徒たちと共に行う森林保全活動は、もともと生徒

たちに人気のある行事でした。最初は「体験」に焦点を当てられ、竹の伐採や大刈りなどを経験するも

ので、生徒たちは伐採等をエンターテイメントとして楽しみ、青梅市の自然に親しんでいました。 

 年々この内容は発展し、地元の歴史家の方に森の中で講和をしていただいたりする内容が加わってい

きました。今年度は ESD という視座を手に入れたことで、PTA にも協力をいただいて、地域の自然を通

して社会を学ぶ機会としました。地域の NPO の方たちとの協力はもちろんのこと、今まで行っていた場

所から移動し、地元の小中学校が植林を行っている場所へと移動しました。 

活動を楽しむとともに、生徒の中に時間軸における活動意義が意識され、自分たちが作る身近な未来

（小中学生の活動サポート）と環境問題の未来について考える内容へと発展しました。 
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部活動の取り組み 

野球部 

平成２９年 

８月 21～29 日 

青梅線カップ 大会運営、試合出場 

試合が決まり、生徒が意欲的に練習に取り組むようになった。 

平成３０年 

２月３日 

青梅地区親子ふれあい綱引き大会 試合出場 

出場することが決まり、練習に熱心に取り組むようになった。 

平成３０年 

２月１８日 

青梅マラソン 選手として大会参加 

大会参加が決まり、目標を持って練習に取り組むようになった 

参加が決まったことにより、生徒が普段の練習に意欲を持ち、熱心に取り組むようになった。 

軽音楽部 

平成２９年 

６月１８日 

青梅ふれあい音楽祭 演奏および舞台装置の設置等スタッフ 

釜の淵市民館にて演奏し、スタッフボランティアを通して地域の方々と交流した。 

昨年度の市民会館でのイベントから交流が続いている。 

平成３０年 

１１月１８日 

青梅宿アートフェスティバル

2017 

特設ステージにて演奏 

野外特設ステージにて演奏した。昨年度から引き続きの参加であり、地域の方々と交流の輪が広がっ

た。また、屋外での演奏は貴重な機会なので、地域の方の声と合わせて、出演した生徒のモチベーシ

ョン向上につながった。 

平成３０年 

２月１８日 

第 52 回青梅マラソン 沿道にて応援演奏 

昨年度大好評につき、今回も全ランナー通過終了まで演奏予定。昨年度は、吹奏楽部と同様に、ラン

ナーや地域の方から「元気をもらった」と感謝の言葉をいただいて、生徒達もその後の自信に大きく

つながっていた。 

全体を通してのコメント 

自分たちの演奏によって地域の方々に感動や

喜びを与えられるということが、生徒達の心の

成長に大きく影響したと感じた。自分たちに何

ができるか能動的な活動が見られ、それに伴い、

モチベーションも向上している。 

 

青梅宿アートフェスティバル特設ステージにて 
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美術部 

平成 ２８年 青梅市産業まつり ワークショップ出店 

平成 ２９年 青梅市観光祭り ワークショップ出店 

平成 ２９年 市役所と協力してのポスター作り ポスター2 点をデザインした 

平成 ２９年 地元商店と協力して製品デザイン 青梅縞を使った製品をデザインした 

自信がなかったり、人前に出ることを嫌がる生徒たちがこれらの活動を通して、勇気づけられ、学校

生活やボランティア活動により積極的に関わるようになっていった。 

合唱部 

平成２９年 

１１月１８日 

「青梅アートフェスティバル」 演奏（合唱）での出演 

出演の話があった時に、生徒はすぐに「出演したいです。」と張り切っていました。次の週は高文連の

演奏会に主演予定だったこともあり、いつもに増しよく練習していました。 

楽しく参加でき、生徒同士の結束も深まった。達成感もあったようで、その後の部活の練習にも熱心

に取り組んでいた。 

英語部 

平成２９年 

５月３日 

横田基地内ウエストエレメン

タリースクール（西小学校） 

小学生達に紙飛行機の作り方を英語で教え、紙飛行

機コンテストを行った。 

エイジアン・フェスティバルにおいて、教室一つを受け持ち小学生達に紙飛行機の作り方を英語で教

え、紙飛行機コンテストを行った。 

一度に１６人程度の小学校１年生から小学校３先生のクラスを、３クラス受け持った。一テーブル４

人のグループを２人の多摩高生徒が担当。英語で指導を行った。アメリカの小学生たちのために、多

摩高校生は折り紙で作ったメダルや兜などを 

お土産に用意した。小学生達は、皆そのお土産を喜んでくれた。 

部員の感想 

・ 全て英語でできるか不安だったが、練習をしたおかげでなんとか英語が通じてうれしかった。 

・ 折り紙や紙飛行機がこんなに喜ばれるとは思わなかったが、とても喜んでくれてうれしかった。 

・ アメリカの子供たちがとてもかわいかった。 

・ 子供たちの英語がとても速くて、聞き取るだけで精一杯だった。 

・ ジェスチャーだけでも通じることもあると分かった。 

・ こういう機会がまたあればぜひ参加したい。 
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平成２９年 

５月１９日 

青梅市立友田小学校 小学１年生、２年生にむけて英語の授業を行った。 

体育館で、体と音楽をふんだんに使った授業を展開。最後には、英語で「だるまさんが転んだ」形

式のゲームをし、多いに盛り上がった。 

部員の感想 

・ 児童達の英語の発音がすばらしかった。 

・ 将来に生かせる経験ができた。 

・ 小学生から「先生」としてみられていることを実感。自分は英語が苦手だと思いこんでいたが、

しりごみしないでやってよかった。 

・ 小学生たちが、楽しいと思ってくれていたようで嬉しい。 

・ 小学生たちがとてもかわいくて、楽しかった。 

・ 小学生たちが、英語をもっと学びたいと思ってくれたら嬉しい。 

・ 小学校の先生方からも暖かく受け入れていただいて嬉しかった。 

 横田基地内小学校での折り紙教室がきっかけになり、生徒の要望から始まった地域の小学校での出

張英語教室。昨年度に２度行ったが、今年は、青梅市内小学校全校にチラシを配布し、精力的に出張

英語教室を実施した。現在、青梅市立友田小学校、青梅市立第六小学校にて英語出張教室を実施でき

た。現在、青梅市立新町小学校からも依頼が来ている。 

 生徒たちは、小学校の教員との打ち合わせも主体的に行えるようになった。下級生への指導も上級

生が自主的に行えるようになった。 

３年生に関しては、進路にも影響を及ぼし、小学校、中学校の教員を目指し大学に進学する者、英

語を極めたいと国際関係の学部に進学する者も出た。 

ダンス部 

平成 29 年 

6 月 18 日 

第２４回青梅ふれあい音楽祭 作品発表、当日ボランティアスタッフ 

平成 29 年 

12 月 17 日 

第 7 回青梅プラザ５フェス 作品発表 

生徒の変容については前年度の担当ではないので変容に関してはわからない。しかし、生徒たちが

自らイベントへの参加希望を顧問に依頼したことから、活動を地域の方々に知ってもらうことができ

た。生徒が主体的に活動するきっかけとなれば良いと思う。 
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アニメーション部 

平成２９年 

１１月１８日 

１９日 

「（特）子どもと文化のＮＰＯ子ど

も劇場西多摩」おうめ若者カフェ

「青梅宿アートフェスティバル」 

缶バッチ作成の 

ワークショップスタッフ 

担当者より、「親子連れが会場に足を踏み入れるきっかけになって助かった」 

参加者より、「子どもの記念品が簡単に無料でできて良かった」 

生徒の変容、「参加者が喜んでくれたときは嬉しくて、やりがいを感じた」 

 地域と学校とのつながりが、生徒の地域行事への参加という太いパイプを通してできてきている実

感がある。地域の活性化に貢献できたという経験が、生徒の成長を促している。今後も継続できるよ

う支援していく。 

 

生徒会 

平成２９年 

１１月４，５日 

青梅産業観光祭り  都立多摩高等学校生徒会として出店 

 子供を対象とした缶バッジ作り体験とチョロ Q 的当てを実施。途切れることなく訪れるお客さんを

丁寧に対応し、ゲーム、対応共に保護者の方にも好評であった。 

平成２９年 

１２月１７日 

青梅マルシェ 都立多摩高等学校生徒会として出店 

 缶バッジ作り体験を実施。手順を優しく解説しながら、作業の一部をこどもにも参加させる、完成

したら拍手してほめる、など自分たちで考えて工夫を加える。 

 今年度青梅マルシェは計７回参加し、その度に工夫を加えるようになった。また来年度は食料品の

販売を自ら提案し、許可を取得し、現在計画を作成している。積極性はますます増している。 
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地域連携活動渉外担当としての仕事について 

佐藤 宏樹 

 

役割 ボランティア活動に関する外部機関と参加生徒のパイプ役。 

関わった行事  

・青梅大祭に参加し、町の方と生徒の動きを考える。多摩高校⇔裏宿町 

・小学校出前授業のコーディネート。多摩高校⇔友田小学校 

・小学校との「日本の伝統・文化の良さを発信する能力・態度を育成する事業」のコーディネート。

多摩高校⇔友田小学校 

・「青梅市民のくらし展」コーディネート 多摩高校⇔青梅市役所生活安全課 

・「だがしや楽校」コーディネート 多摩高校⇔青梅市教育委員会 

・「青梅市民センター文化祭」コーディネート 多摩高校⇔青梅市民センター 

・「東京コンファレンス」コーディネート 多摩高校⇔学びを通じた地方創生コンファレンス実行委

員会及びたま社会教育ネットワークなど。 

具体的な仕事 

・行事を主催する外部機関と連絡をとり、日程や、生徒の参加形態について相談する。生徒の参加

形態とは、参加する時間帯や生徒が行うボランティアの内容についてである。 

・外部機関と相談が完了したのち、ボランティアの募集を行う。参加希望者は私のところに登録や

質問に訪れる。 

・参加決定後、外部機関より当日の集合場所や時間、服装などの指示を受け、生徒に情報を伝達す

る。外部機関には「協力団体確認票[別添]」の記入依頼を行う。 

・行事終了後、「協力団体確認票」を生徒より回収す

る。 

担当として気づいたこと 

・参加者（生徒）と主催者（外部機関）をつなぐ役

割の教員がいることで、連絡がスムーズに行えると

感じた。 

・多様な環境にある方と関わることにより、自らが

教員として成長できると感じた。 

・この仕事は一人でやりきろうとせずに、管理職や

その他の教員と相談して進めていくことが大切だと

感じた。 
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平成２９年度日本教育方法学会 千葉大会 発表資料 

Community Engaged Learning によるカリキュラム開発 

―文部科学省教育課程研究における進路多様高等学校の変容― 

         東京都立多摩高等学校・研究主任  望月未希      

研究の背景 

本校は、中学校までの講義形式の授業に困難を感じた生徒が多く入学してくる都立進路多様高等学校

である。2016 年、本校は学校全体でＥＳＤ(Education for Sustainable Development)を体系的に推進す

る文部科学省教育課程研究指定校に採択された。研究導入以前の卒業生(2013 年度から 2016 年度卒業生)

の平均中途退学率は約 25%であった。研究導入時(2016 年度入学生)の調査(TK 式バッテリーM2 調査)で

は、家庭や学校との関係改善を必要とする生徒が約 25％存在した。学ぶ機会を保持し、未来に向けた広

い視野を醸成することは喫緊の課題であった。本研究の理論枠組みとして Community Engaged 

Learning (Strasser,Roger P. 2009,Linda N.2011,)に着目し、継続的に地域とつながる教育課程を実施し

た。 

学習過程の構想枠組みとして『学校における持続可能な発展のための教育(ＥＳＤ)に関する研究 最終

報告書』(国立教育政策研究所 2012)、学校全体のアプローチ(Whole School Approach)として、『英国サ

スティナブルスクールの展開と日本における教育実践への示唆 サスティナブルスクール実践校におけ

る学力追跡調査と政策研究に基づいて』(佐藤・岡本・五島、2010)を参照した。 

研究目的 

進路多様高等学校が持続可能な発展のための教育課程の編成に取り組んだ 17 ヵ月間の過程を省察し、

生徒や教師、地域はどのような変容をみせたか、成果と課題を明らかにする。 

研究方法 

研究の理論枠組みとして、Community Engaged Learning(Strasser,Roger P. 2009, 

Linda N.2011,)に着目する。調査期間は、2016 年 4 月から 2017 年の 8 月、調査対象は、2016 年入学

時の学年生徒 200 名を中心に、全校生徒への質問紙調査、全教諭への文部科学省質問紙調査を実施した。

評価方法は学習環境と学習者のつながりを知識、社会性、情動の 3 観点(Bangent - 

Drowns and Pyke2001、John Smyth 2008)で検討する。 

研究結果 

2016 年度入学の学年を中心に、地域とのつながりを重視した実践を行った。教育課程編成は、学校内

(学外の人を授業に呼ぶ、教科横断的授業、教科と教科外、学年間等)、学校間(小学校との連携・日本語

学校・マレーシア、インターナショナルスクールとの連携等)、学校外(森林保全・地域マルシェへの参加、

地域の祭りへの参加等)などが実施された。地域と生徒がつながり、生徒、保護者、教師が変容した。そ

の変容は、肯定的なものだけでなく、多様性を帯びて表れた。さらに、地域市民やメディアの関心も集

まるようになった。 

分析対象の 2016 年度入学生において、学習について行けない生徒の減少(知識)、欠席する生徒の減少

(社会性)、学校に安心感や楽しさを見いだす生徒の増加(情動)が見られた。一方、積極的に研究に参加し

ない生徒や教員層には、現状を変えることや多忙化への懸念が見られた。 

課題として、多様性を活かした再編成アプローチが必要であることが明らかになった。 
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文科省発表資料 

進路多様校における、地域連携型授業
を活用したカリキュラム開発

研究課題２（４）「ＥＳＤ」

東京都立多摩高等学校

 

地域社会とのつながりをもつ教育課程を
編成することで、持続可能な社会づくりの
担い手を育む教育ができるのではないか。

東京都立多摩高校の特徴と仮説

学校地域の
環境

豊かな自然環境
産業・経済
人間・生活

学校 創立95年の地域随一の伝統校

地域とのつ
ながり

公益財団たましん文化財団、青梅
商工会議所などのネットワーク

仮説

 

*進路多様高校における持続可能な発展のための教育
課程の編成に取り組んだ過程を省察し、生徒や教師の
変容を明らかにする。

研究目的

目的

 

研究方法
CommunityEngagedLearning（CEL）

本校の状況

人との関係
希薄なため
社会的視野が狭い

主体性 活動体験が少ない

地域 高齢化・若者不足

CEL

地域とつながる
→社会的な視点

主体的な学び

地域社会の
問題解決学習

 

The Urban and Community Health Pathway 
(LindaN.2011 )（Patient-CenteredPopulation Health Model）

É The urban and community health pathway: preparing socially responsive 
physicians through community-engaged learning. （Linda N,  Johnson SL, Gilbert IA, 
2011）  

家族

学校環境

生徒

教師

教育
環境 学校 地域

社会

より大きな
コミュニティ

生徒中心
の教育

カリキュラム編成とコミュニティ
CommunityEngagedLearning

 

*調査期間：平成２８年４月から平成３０年１月まで

*研究開始時と年度初めに生徒の現状把握のために２つの調査
を実施

①平成２８年４月新入生（２００名）対象にアンケート調査

（溝上ら（２０１５）の調査項目と学校に対する色イメージ項目を加えて実施）

②ＴＫ式バッテリーＭ２調査

*国立教育研究所調査用紙を教員と生徒を対象に２回実施（平
成２９年４月・７月）

『どんな高校生が大学、社会で成長するのか「学校と社会をつなぐ調査」から分かった高校生のタイ
プ』溝上慎一、京都大学高等教育研究開発推進センター・河合塾、学事出版、2015年

調査方法

 

研究開始時調査結果

生徒の特徴
中学生時に不登校経験者、多い遅刻・欠席

中学校の学校行事に主体的参加経験が無い
→学校に友だちも無く、自分の居場所がない

学習と自分の生活がつながらない
→学習する意義がつかめない→学習意欲の低さ

複雑な家族の問題を抱えている
→暖かい人間関係を求めている

全校生徒の２５％が学習困難や家庭問題を抱えている

 

H28年度の研究を鑑みて、

１．「社会とつながる」

２．「学びの価値を問い直す」

３．「多様な方法」

研究のキーワード

 

１．教科の目標の共有
教科 アイデア(教科の本質的な学

びを一言でいうと！)

つながり
（人と人、人と地域など）

応用（地域連携できる内容）

国語科
言葉は人（人生）を豊か
にする

人と青梅ゆかりの文人
青梅ゆかりの文学を読み、そこに描
かれた世界観を知る。

数学科

数字を使った会話
海外に行っても数学
は通じる

数学を用いた手品で交
流を深める（クラス内～
応用可）

2進法を用いた「数字当てゲーム」

を行い、その仕組みや面白さを学
ぶ。
そこで学んだことを他の生徒や地
域交流の機会に披露する。

社会科
当たり前の物事に疑
問を投げかける力

「地域発展の手法を考
える」青梅の地場産業と
コラボ
青梅の観光PR

多摩高祭で特産品販売(共同で。
食品も可)

生徒引率で下見して青梅市観光
PR

※多摩校を青梅の窓口として活用
したい

家庭科

自分の生き方を考え
る 現在・過去・未
来

保育・食物で自分の生
活を振り返る

青梅の特産について学ぶ。青梅市
の教育環境について考える。自分
の将来の参考にするために。

科学 なぜ？を分析する力
青梅の特産物を年間を
通じて栽培する

肥料や日照時間の育ち方の違いな
どを分析し、青梅の特産物につい
て考察する。  
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２．本校が持つ地域資源に着目した
地域連携型行事と授業の実施

自然・環境
• 多摩の豊かな自

然を体験する
• 畑作りから地域の

自然環境を学ぶ

人間・生活
• 地元の小・中学校

との連携
• 青梅大祭など地域

活性化に向けた取
り組みへの参加

産業・経済
• 森林保全活動(林業

組合の協力)

• 地域の企業との交
流

 

【自然・環境】
奥多摩ウォーキング

多摩川流域から、山間部を奥多摩方面から歩く

自分たちの地域を自
分の脚で歩いて踏査
（自然・環境）

地域を脚で知る
リーダー育成

ＰＴＡと梅窓会か
ら、パンとお茶の
差し入れ

 

【自然・環境】
生物の授業：ハクビシンとのたたかい！

 

【産業・経済】
青梅大祭への参加

500年の歴史ある祭
地元１２の町が出す山車

地域の高齢化

多摩高校の生徒が山車の
引き手として参加

地域社会の文化の
継承と担い手の育成

 

【産業・経済】
森林保全活動

地域林業従事者の方々の
協力を得て

森林保全活動を体験

地元林業産業と環境保全
活動に興味を持つ

さらに発展し、小・中
学校との連携へ

地域社会の産業の
継承と担い手の育成

 

【産業・経済】
アンドロイドロボットに出会う

 

*先輩にインタビュー

*身近な存在

*普段は交流が無い

*なりえる未来の自分

【人間・生活】
留学を控えた先輩を招いて

次年度も留学す
る生徒が続いた

高校生活を見
直す契機

 

【人間・生活】
小学生に英語を教える授業を計画・実行

自分の成長を振り
返り、自分が学んだ
ことが他者の役に立
つことを実感

 

英語で授業（動画）
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平成２８年

4月11日
アンケート記録

4月20日 青梅若者カフェ景山氏講演

4月22日 宿泊防災訓練 /地震研究所講演

4月28日 奥多摩ウォーキング実踏

5月2日 奥多摩ウォーキング

5月3日 青梅大祭

6月7日 クラウドシステム導入

6月15日 現代社会授業／青梅若者カフェ

6月18日 拝島教育研究会

7月5日 ӗESD研修会

7月6日 輝く先輩インタビュー①

7月7日 輝く先輩インタビュー②

7月15日 輝く先輩に会おう！

7月18日 福生英語キャンプ

7月19日 校舎クリーンエンジェル隊

7月20日 調査官来校、打ち合わせ

7月～ 生物の授業にて 栽培、柵作り

7月～ クラウドシステム使用

8月～ 行事再編

9月17・18日 多摩高祭

7月 青梅アートフェス打ち合わせ

10月 学会発表

10月 花咲村練習

11月19・20日 青梅アートフェス

12月5日 ӘESD研修会

12月20日 １・３学年球技大会

2月7日 文科省中間発表

3月6日 әESD研修会

協働的授業、多角的評価・表彰等、
協働的行事 防災訓練・CD等、学
年通信、アンケート分析

平成２９年5月 青梅大祭

10月 森林保全活動  

地域連携カレンダー

 

学びの場の拡張

家族

学校環境

生徒

教師

教育
環境 学校 地域

社会

より大きな
コミュニティ

生徒中心
の教育

 

学びの場の拡張
～ 教育環境・学校 ～

•

•

•

•

•

•

•

 

学びの場の拡張
～ 地域社会 ～

•

•

•

•

•

•

•

 

学びの場の拡張
～ より大きなコミュニティ～

•

•

•

•

•

•

 

学びの場の拡張

家族

学校環境

生徒

教師

教育
環境 学校 地域

社会

より大きな
コミュニティ

生徒中心
の教育

 

*「異文化国際交流」参加生徒B

*最初は緊張していたけれど、自分から話しかけることによって
打ち解けあい、仲良くなることができました。5人ともベトナム人

で、特にナムとスアンとはものすごく仲良くなることができました。
二人ともノリがよく、英語やベトナム語を話さなくてもジェス
チャーなどでうまくできました。ぼうずめくりのルールの説明は難
しかったけど、みんなで協力した結果、うまく説明することがで
きました。この体験を通じて自分は海外に留学したいと思いま
した。いろいろな人と触れ合うことで楽しさを痛感することがで
きました。英語は最初は話せなくても、なんども、チャレンジする
ことでできないことでもできるようになると思います。だから僕は
恐れずチャレンジしていきたいです。

生徒の変容

 

経験を経て
勇気づけられる

 

教師が戸惑いながら授業や行事で活躍

やり方や進め方に対する戸惑いと葛藤

多忙化への懸念

研修・アンケート

管理職からのアプローチ

学年だけの教育課程編成から

学校全体の教育課程編成に移行

教師の変容
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教師の変容

 

・様々な立場から出来事をとらえることができるようになることで、生
徒自身の身のまわりの視野を広げて、進路の幅を広げることができ
ると思うから。

・「人が次世代に生きる人間を育てること」教育を本質的なところから
再発見することになる。

・青梅の地域の人々と関わる活動を積極的におこない、これからも続
けていくべきだと考える。人と人のつながりを作ることが大切だと考え
る。

・地域を知る、参加することは、生徒自身のルーツの一部になるから。
相関化することができる。

・校内にいると「教わる側」に専念しがちなので、外の社会で自分が
役に立って感謝される体験をさせたい。その積み重ねが、自分自身
をさらにたかめようというモチベーションupにつながると思う。

教師の変容

 

*クラウドシステムでつながることによって、
保護者が高校生活を楽しむ

*PTAや保護者会への参加が増え、生徒の
地域連携行事を応援

保護者の変容

 

地域の変容

・地域からの期待、地域行事への参加希望の増加
（取材や参加依頼の増加）

 

・プログレス希望者の増加

・成績優良者増加（２学年２学期末）

・成績不良者

・検定受験者増加（英語検定）

成果（知識）

 

・地域活動への生徒の自主的参加の増加

・出席不良者の減少(２学年２学期末)

成果（社会性）

 

成果（情動）

*「青梅外国人の方向けツアーガイド」参加者生徒Ａ

*「今日、外国人の方に英語で青梅をガイドしました。普段外国人と話す機会が無
いので、良い機会になりました。僕は中学から英語が苦手で、できるか心配だっ
たけどみんな協力して英語でガイドすることができたのでよかったです。読めない
単語も先生や先輩が教えてくれたのでいっぱい練習することができました。本番
ではアドリブの所も何か所かあったけど何とか外国人の方に伝えることができたの
でよかったと思いました。何よりも外国人の方と仲良くできたという事がとてもうれ
しかったです。外国人は日本人とちょっと違っていて大変なところもあったけど、面
白いところもたくさんあったのでまた他にこのようなボランティアがあったら積極的
に参加して頑張っていきたいと思います。」

ȣ

!

 

地域文化

教師が
コーディネ
イターに

新たな
カリキュ

ラム

地域連携 による
カリキュラム開発の示唆

地域の人や
モノ、行事な
どと豊かにつ
ながる

学校文化が変わる

生徒の生活と文化と
つながる
信頼・尊重・ケア

 

*現状を変えることへの不安や多忙化への懸念

*多様性を活かした再編成アプローチが必要

課題

 

*The urban and community health pathway: preparing socially responsive physicians 
through community-engaged learning. （Linda N,  Johnson SL, Gilbert IA, 2011）

*#ÁÎÁÄÁȭÓNew Medical School:TheNorthern Ontario School of medicine:Social
Accountability Through Distributed Community Engaged Learning(Roger P,Joel
H,WilliamG, AcadMed 2009 Oct;84(10):1459-64)

*A Taxonomy of Student Engagement with Educational Software: An Exploration of 
Literate Thinking with Electronic Text.(Bargert-Drowns, Robert L.; Pyke, Curtis 
2010)

*Community Engaged Learning(Strasser,RogerP.2009,Linda N.2011)
*Critically Engaged Leaning（JhonSmyth et al.2008)

*『どんな高校生が大学、社会で成長するのか「学校と社会をつなぐ調査」から分かった
高校生のタイプ』（溝上慎一、京都大学高等教育研究開発推進センター・河合塾、学
事出版、2015年)

*英国のサスティナブル・スクールの展開と日本における教育実践への示唆サスティ
ナブル・スクール実践校における学力追跡調査と政策研究に基づいて（佐藤・岡本・
五島2010）

*「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」でのESD の概念
に関する国際ワークショップ－これまでの道のり、今後の展望－(松原 憲治、ロブ・オ
ダナヒュー、佐藤真久、岡本弥彦、五島政一、二井正浩、後藤顕一、上野耕史 :国
立教育政策研究所紀要 第144集)

参考文献

 

 

 

 


